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鶴岡市職員採用試験【平成28年４月１日採用予定】

職員募集

■問本所職員課☎内線327

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ

■募集職種・受験資格
▷上級行政・上級土木・上級電気（大卒程度）…昭和　　
　56年４月２日～平成６年４月１日に生まれた方
▷薬剤師（大卒程度）…昭和56年４月２日以降に生ま
　れ、薬剤師免許を取得している方及び平成28年４月ま
　でに取得見込みの方
▷土木（社会人経験者）…昭和51年４月２日以降に生
　まれ、技術士・技術士補または１級土木施工管理技士
　の資格を有し、民間企業の社員または公務員として設
　計業務、施工管理等の経験が５年以上ある方
▷電気（社会人経験者）…昭和51年４月２日以降に生
　まれ、電気主任技術者の資格を有し、民間企業の社員　
　または公務員として電気設備設計業務、施工管理等の
　経験が５年以上ある方
▷保健師（短大卒程度）…昭和56年４月２日以降に生
　まれ、保健師免許を取得している方及び平成28年４月　
　までに取得見込みの方
▷診療放射線技師（短大卒程度）…昭和56年４月２日　
　以降に生まれ、診療放射線技師免許を取得している方　
　及び平成28年４月までに取得見込みの方
▷臨床検査技師（短大卒程度）…昭和56年４月２日以　
　降に生まれ、臨床検査技師免許を取得している方及び　
　平成28年４月までに取得見込みの方
▷理学療法士（短大卒程度）…昭和56年４月２日以降　
　に生まれ、理学療法士免許を取得している方及び平成　
　28年４月までに取得見込みの方
▷看護師（短大卒程度）…昭和46年４月２日以降に生　
　まれ、看護師免許を取得している方及び平成28年４月　
　までに取得見込みの方
※以上の職種のほか、管理栄養士、初級行政、消防士の採
　用試験を９月に予定しています。

■試験日時
▷１次試験…７月26日○日 午前10時（土木・電　
　気は午後 0 時50分）
▷２次試験…１次試験合格者を対象に９月実施
　予定

■試験会場
▷上級行政・上級土木・上級電気・土木・電気　
　…鶴岡会場（勤労者会館）、東京会場（ホテル
　シーサイド江戸川〈東京都江戸川区臨海町〉）
▷保健師…勤労者会館
▷上記以外の職種…荘内病院

■申込み受付
▷６月１日○月 ～26日○金 に、申込書を市役所本所
　職員課へ（郵送の場合は６月26日○金 までの消
　印有効）
▷市ＨHP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課及
　び荘内病院総務課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案
　内請求」と朱書きし、140円分の切手を貼っ
　た返信用封筒（宛先を明記したA４判用の角
　形２号封筒。折り畳んでもかまいません）、
　応募職種・連絡先のメモを同封して、市役所
　本所職員課（〒997‐8601市内馬場町９‐　
　25）へ
▷市ＨHP「人事・職員採用」からダウンロードする
　こともできます

荘内病院職員採用試験（薬剤師）【平成27年10月１日採用予定】

職員募集

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

■募集職種（募集人員）・受験資格
▷薬剤師（若干名）…昭和56年４月２日以降に生まれ、　　　
　薬剤師免許を取得している方

■試験日時・会場
▷１次試験…７月26日○日 午前10時・同院
▷２次試験…１次試験合格者を対象に８月中旬実施予定

■申込み受付
▷６月１日○月 ～26日○金 に、申込書を同院総務課へ（郵送
　の場合は６月26日○金 までの消印有効）

▷市ＨHP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷同院総務課及び市役所本所職員課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案
　内請求」と朱書きし、140円分の切手を貼っ
　た返信用封筒（宛先を明記したＡ４判用の角　
　形２号封筒。折り畳んでもかまいません）、　
　応募職種・連絡先のメモを同封して、同院総
　務課（〒997‐8515市内泉町４‐20）へ　
▷同院ＨHP「職員募集」及び市ＨHP「人事・職員採用」
　からダウンロードすることもできます
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鶴岡市情報公開条例及び鶴岡市個人情報保護条例の規定に基づき

平成26年度情報公開・個人情報保護条例の施行状況をお知らせします
■問本所総務課☎内線314

　実施機関のうち選挙
管理委員会、監査委員、
農業委員会、固定資産
評価審査委員会は、情
報公開・個人情報保護
ともに開示請求件数が
０件のため掲載してい
ません。
　一つの開示請求に対
して複数の決定が行わ
れる場合があるため、
開示請求件数と開示決
定等の件数は一致しま
せん。

【情報公開】　　　　　　　　　　　　　　　　　                       　（　）内は対象となった公文書の
数

実施機関名 開示請求件数
開示決定等の件数 不 服 申 立

て件数全部開示 部分開示 不開示

市 長 部 局
21件

（総務部11件、市民部４件、商
工観光部 5 件、建設部 1 件）

５件（５） 16件（346）０件（‐） ０件

教育委員会 12件 11件（37） ３件（17） ５件（‐） ０件

荘 内 病 院 ２件 ０件（‐） ２件（171） １件（‐） ０件

消 防 ４件 ３件（３） １件（１） ０件（‐） ０件
議 会 ３件 ０件（‐） ３件（22） ０件（‐） ０件
合 計 42件 19件（45） 25件（557）６件（‐） ０件

【個人情報保護】

実施機関名 開示請求件数 開示決定等の件数 不 服 申 立
て件数全部開示 部分開示 不開示

市 長 部 局 ２件
（健康福祉部１件、藤島庁舎１件）０件（‐） ２件（３） ０件（‐） ０件

合 計 ２件 ０件（‐） ２件（３） ０件（‐） ０件

水資源保全地域に指定されました
生活・環境

■問本所農山漁村振興課☎内線597（水資源保全条例に関する問合せは山形県環境企画課☎023‐630‐3161へ）

　水資源は、私たちの生活や経済活動に欠くこと
のできないものであり、豊かな自然環境に支えら
れています。水資源を守り、将来の世代に引き継
いでいくため、県は山形県水資源保全条例を平成
25年３月に制定しました。
　これによって、本市においても約46．3％の民
有林が平成27年５月29日に「鶴岡市水資源保全
地域」として指定されました。

平成26年度施行状況

水資源保全地域

■水資源保全地域とは
　公共のために使用される水（水道水、農業・林
業・漁業・工業用など）の取水点とその周辺区域
において、水資源を保全するために適正な土地利
用を図る必要がある地域です。条例に基づき知事
が指定します。

■水資源保全地域での土地取引と開発 
行為の事前届出制度について
　水資源保全地域内で土地取引や開発行為を行う
場合は、２か月前までに届出が必要です。

▷届出先　庄内総合支庁環境課☎66‐5706

■鶴岡市水資源保全地域図

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年
度
以
前
に
所
得
等

の
事
情
に
よ
っ
て
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方

が
、
今
年
度
（
７
月
１
日
以
降
分
）
に
医
療

証
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
、
改
め
て
申
請

が
必
要
で
す
。

■
受
付
期
間
・
場
所　

６
月
２
日
○火
〜
５
日

○金
・
８
日
○月
…
市
役
所
本
所
１
階
ロ
ビ
ー
及

び
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
）、
本
所
国
保
年
金
課

（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）　

６
日
○土
…
本
所

国
保
年
金
課
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
）　

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２

８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

支
払
い
は
お
済
み
で
す
か
？

　

保
険
料
の
納
付
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
で
す
が
、
平
成

26
年
６
月
以
降
に
75
歳
に
な
っ
た
方
や
、
年

度
途
中
で
保
険
料
額
が
変
更
に
な
り
特
別
徴

収
が
中
止
さ
れ
た
方
に
は
、
26
年
度
分
の
納

付
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
納
付
書
が
届
い

て
い
て
も
気
が
つ
か
ず
、
未
納
に
な
っ
て
い

な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
年
２

月
・
３
月
に
75
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
誕
生

月
の
翌
々
月
15
日
頃
に
26
年
度
分
の
納
付
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

を
支
給
し
ま
す

　

消
費
税
引
上
げ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
昨
年

福
祉
関
係
者
の
研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
活
性
化
、
福
祉
意
識
の
高
揚
・
啓
発

▼
心
身
障
害
児
療
育
支
援
助
成
金　

■対
地
域

福
祉
・
在
宅
福
祉
の
推
進
、
療
育
に
関
す
る

調
査
・
研
究
、
障
害
児
福
祉
関
係
者
の
研
修

▼
共
通　

■
助
成
額　

対
象
経
費
の
４
分
の

３
以
内　

■申
６
月
30
日
○火
ま
で
本
所
福
祉
課

☎
内
線
１
３
８
へ

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
寝
具
類

の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た

は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
要
支
援
ま
た
は

要
介
護
認
定
を
受
け
、
病
気
等
の
理
由
に
よ

っ
て
寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
市
民
税

非
課
税
の
方　

■内
市
が
委
託
し
た
業
者
が
寝

具
（
掛
布
団
・
敷
布
団
・
毛
布
・
マ
ッ
ト
レ
ス
）

を
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
し
ま
す
（
１
人
年
２

回
ま
で
。
１
回
に
つ
き
３
点
ま
で
）　

■
自

己
負
担　

実
施
に
要
し
た
費
用
の
１
割
相
当　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿

介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
難
し
い
方
は

　

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
（
学
生
は
学
生
納
付
特
例
制

度
の
対
象
）。

▼
免
除
制
度
（
全
額
・
一
部
）　

本
人
、
配

偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ

下
の
場
合
、
全
額
、
４
分
の
３
の
額
、
半
額

ま
た
は
４
分
の
１
の
額
が
各
基
準
で
免
除
さ

れ
ま
す
。
一
部
免
除
は
免
除
額
を
除
い
た
保

険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納
と
な
り
ま
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度　

20
歳
以
上
30
歳

未
満
の
方
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
確
認
印
の
あ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
い

ず
れ
も
コ
ピ
ー
可
）
を
添
付
し
て
申
請
す
る

と
、
退
職
者
本
人
の
前
年
所
得
が
審
査
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
（
配
偶
者
、
世
帯
主
も
同

様
）。
退
職
・
失
業
等
の
前
月
か
ら
退
職
・
失

業
等
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま
で
の
期

間
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
に
つ
い
て　

必
ず
前
年
所
得
の
申
告

手
続
き
を
済
ま
せ
た
上
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
（
配
偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
）。
今
年
度

分
（
７
月
～
来
年
６
月
の
納
付
保
険
料
が
対

象
）
は
、
７
月
１
日
○水
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
免
除
・
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
追
納　

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
同

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以

降
に
追
納
す
る
場
合
、
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。

■申
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

重
度
心
身
障
害（
児
）者
医
療
証
・
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
証
の
更
新
時
期
で
す

　

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
、
更
新
申
請
書

類
を
送
付
し
ま
し
た
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と

医
療
証
を
使
用
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
受
付
期
間
内
に
必
ず
手
続
き
を
し
て

健
康
・
福
祉

個
別
特
定
健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す

■日
・
■場
６
月
２
日
○火
～
９
月
30
日
○水
の
開
院

日
（
市
内
医
療
機
関
）　

■対
昭
和
21
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
市
が
実
施
す
る

人
間
ド
ッ
ク
や
集
団
健
診
と
重
複
し
て
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
）　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
６　

■他
受
診
す
る
際
は
、
特
定

健
診
受
診
券
と
医
療
保
険
被
保
険
者
証
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
等
が
必
要
で
す
。
予
約

が
必
要
な
場
合
も
あ
る
た
め
、
医
療
機
関
に

確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

あ
ん
し
ん
見
守
り
コ
ー
ル
の

設
置

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
電
話
機
に
、
通

報
や
双
方
向
の
会
話
が
で
き
る
通
信
機
器
を

設
置
し
、
緊
急
事
態
等
へ
の
対
応
を
支
援
し

ま
す
。

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
身

体
虚
弱
な
方
（
要
支
援
２
以
上
）、
身
体
障

害
者
手
帳
１
・
２
級
を
所
持
す
る
一
人
暮
ら

し
の
方
等　

■申
高
齢
者
…
各
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９

２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

障

害
者
…
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
活
動
・
心
身
障
害
児
療

育
支
援
活
動
を
助
成
し
ま
す

▼
福
祉
活
動
助
成
金　

■対
地
域
福
祉
・
在
宅

福
祉
の
推
進
、
福
祉
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
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度
に
引
き
続
き
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■対
今
年
６
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者
（
特

例
給
付
の
方
は
除
く
）　

■
支
給
額   

支
給

対
象
児
童
（
今
年
５
月
31
日
現
在
、
０
歳
～

中
学
３
年
生
）
１
人
に
つ
き
３
、
０
０
０

円　

■
支
給
時
期　

10
月
以
降　

■
申
請
期

間　

６
月
１
日
○月
～
11
月
30
日
○月　

■
申
請

方
法   

▽
既
に
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
…
５
月
末
に
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
の
申
請
書
と
児
童
手
当
の
現
況
届
を
送
付

し
ま
し
た
。
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
申
請
書

と
現
況
届
を
入
れ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い　

▽
今
年
６
月
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
す
る
方

…
５
月
末
に
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
申
請
書
の
み
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
返
送
し
て
く
だ

さ
い　

▽
公
務
員
の
方
…
今
年
５
月
31
日
現

在
で
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い　

■
臨
時
福
祉
給
付
金
に

つ
い
て　

申
請
時
期
は
８
月
、
支
給
時
期
は

10
月
以
降
の
予
定
で
す　

■
給
付
金
詐
欺
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い　

子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
に
関
し
て
市
や
厚
生
労
働
省
の
職

員
が
、
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

の
現
金
自
動
預
け
払
い
機
の
操
作
や
手
数
料

の
振
り
込
み
等
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん　

■問
本
所
福
祉
・
子
育
て
給
付
金
事

務
室
☎
25
‐
２
２
９
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ　

■他
市
HP

児
童
手
当
現
況
届
の 

提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
受
給
者
へ
５
月
末
に
現
況
届
の

用
紙
を
送
付
し
ま
し
た
。
同
封
の
「
記
載
方

法
」
を
参
考
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
月

末
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

い
場
合
、
児
童
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
６
月
15

日
○月
は
児
童
手
当
の
支
給
日
で
す
。
２
月
～

５
月
分
を
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

一
時
預
か
り
と
病
児
・
病
後

児
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
一
時
預
か
り　

保
護
者
が
病
気
や
冠
婚
葬

祭
、
育
児
疲
れ
、
就
労
等
の
理
由
で
一
時
的

に
家
庭
で
の
育
児
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、

次
の
保
育
園
で
子
供
を
保
育
し
ま
す
。
予
定

が
分
か
る
と
き
は
、
２
日
前
ま
で
に
各
保
育

園
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
園
の

行
事
等
の
た
め
受
け
入
れ
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
時
間
や
料
金
等
は

各
園
で
異
な
り
ま
す
。

■
実
施
保
育
園　

か
た
ば
み
保
育
園
、
新
形

保
育
園
、
大
泉
保
育
園
、
湯
田
川
保
育
園
、

民
田
保
育
園
、
上
郷
保
育
園
、
三
瀬
保
育
園
、

藤
島
く
り
く
り
保
育
園
、
藤
島
こ
り
す
保
育

園
、
大
東
保
育
園
、
い
ず
み
保
育
園
、
く
し

び
き
保
育
園
、
く
し
び
き
西
部
保
育
園　

■

保
育
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分

（
半
日
〈
４
時
間
〉
の
利
用
も
可
）　

■費
３
歳

未
満
…
２
、
６
０
０
円
～
３
、
０
０
０
円　

３
歳
以
上
…
１
、
５
０
０
円
～
２
、
０
０
０

円
（
半
日
利
用
の
場
合
は
半
額
）　

■問
各
保

育
園
ま
た
は
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１

８
０
へ

▼
病
児
・
病
後
児
保
育　

病
気
や
そ
の
回
復

期
の
子
供
を
保
護
者
が
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
等

の
理
由
に
よ
っ
て
家
庭
で
み
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
、
看
護
師
・
保
育
士
の
い
る
施

設
で
一
時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

■
実
施
施
設　

三
井
病
院
内
カ
ト
レ
ア
キ
ッ

ズ
ル
ー
ム　

■
受
入
時
間　

午
前
８
時
～
午

後
６
時（
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）　

■費
１
日
２
、
０
０
０
円　

■問
本
所
子
育
て
推

進
課
☎
内
線
１
８
０
ま
た
は
同
院
☎
22
‐
３

２
９
０
へ

平
成
28
年
度
使
用 

小
・
中
学
校
教
科
用
図
書
展
示
会

■日
６
月
８
日
○月
～
19
日
○金　

■時
・
■場
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

…
教
育
研
修
所
（
櫛
引
庁
舎
）　

午
前
９
時

～
午
後
９
時
30
分
…
中
央
公
民
館　

■問
学
校

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４

税
６
月
15
日
に
お
送
り
す
る
市
・
県
民

税
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

■対
普
通
徴
収
の
方
及
び
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
の
方　

▽
今
年
４
月
１
日
現
在
65
歳

以
上
（
昭
和
25
年
４
月
２
日
以
前
生
ま
れ
）

で
今
年
度
に
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
が

始
ま
る
方
…
年
税
額
の
２
分
の
１
の
金
額
を

６
月
と
８
月
に
分
け
て
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
付
（
普
通
徴
収
）
し
、
残
り
の
２

分
の
１
の
金
額
を
、
10
月
、
12
月
及
び
来
年

２
月
に
分
け
て
公
的
年
金
か
ら
差
引
き
で
納

付
（
特
別
徴
収
）　

▽
昨
年
度
以
前
に
特
別

徴
収
が
始
ま
っ
て
い
る
方
…
４
月
、
６
月
及

び
８
月
は
昨
年
度
の
２
月
と
同
額
を
公
的
年

金
か
ら
差
引
き
（
仮
徴
収
）、
10
月
、
12
月

及
び
来
年
２
月
は
今
年
度
の
年
税
額
か
ら
仮

徴
収
し
た
分
を
引
い
た
残
額
の
３
分
の
１
ず

つ
を
公
的
年
金
か
ら
差
引
き
で
納
付
（
本
徴

収
）　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

平
成
27
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

（
車
検
用
）を
６
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す

■対
車
検
が
必
要
な
車
両
の
軽
自
動
車
税
を
口

座
振
替
で
納
付
（
６
月
１
日
に
自
動
引
き
落

と
し
）
し
た
方　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２

２
０

生
活

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
」       

河
川
・
海
岸
一
斉
清
掃

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
河
川
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）　

▼
６
月
21
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
鶴

岡
地
域
【
大
山
川
（
中
楯
橋
～
高
館
橋
・
今

世
橋
付
近
）、
大
戸
川
（
火
打
崎
橋
～
大
山

川
合
流
点
）】　

▼
７
月
５
日
○日　

▽
午
前
５

時
～
７
時
…
櫛
引
地
域
【
田
沢
川
、
角
田

川
、
水
無
川
、
相
模
川
、
山
谷
川
、
馬
渡
川
】　

▽
午
前
５
時
30
分
～
７
時
30
分
…
鶴
岡
地
域

【
大
戸
川
（
国
道
７
号
〈
大
荒
〉
～
火
打
崎

橋
）、
矢
引
川
（
県
道
三
瀬
水
沢
線
〈
矢
引
〉

～
国
道
７
号
〈
大
荒
〉）、
降
矢
川
（
中
山
地

内
）、
藤
倉
川
（
中
山
地
内
）】　

▽
午
前
６

時
～
７
時
…
鶴
岡
地
域
【
大
山
川
（
坂
野
下

～
新
橋
）、
少
連
寺
川
（
少
連
寺
～
大
山
川

合
流
点
）、
砂
谷
川
（
砂
谷
～
東
目
）、
三
瀬

川
（
水
無
～
三
瀬
川
河
口
）、
降
矢
川
（
三

瀬
地
内
）】、
藤
島
地
域
【
藤
島
川
】、
羽
黒

地
域
【
藤
島
川
、
今
野
川
、
黒
瀬
川
、
小
黒

川
】、
朝
日
地
域
【
赤
川
、
上
田
沢
川
、
青

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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■問
本
所
総
務
課
☎
内
線
３
１
４　

■他
市
HP

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
市
役
所
で

　

本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
の
パ
ス
ポ

ー
ト
申
請
は
、
本
所
市
民
課
及
び
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま
す
（
交
付
窓

口
は
本
所
市
民
課
の
み
）。
庄
内
総
合
支
庁

で
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
～
交
付
の
日
数　

９
日
間
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）　

■問

本
所
市
民
課
☎
内
線
１
４
０
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
必
要
書
類
等
は
県

HP
平
成
27
年
国
勢
調
査
が
変
わ
り
ま
す

　

紙
の
調
査
票
に
加
え
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も

回
答
で
き
る
「
ス
マ
ー
ト
国
勢
調
査
」
が
始

ま
り
ま
す
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
７
０
３
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

「
里
親
さ
ん
」
に
な
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

親
の
病
気
や
様
々
な
事
情
で
養
育
環
境
に

恵
ま
れ
な
い
子
供
を
、
愛
情
と
ぬ
く
も
り
を

も
っ
て
家
庭
へ
迎
え
入
れ
、
養
育
し
て
く
だ

さ
る
里
親
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
申
請
な
ど
詳
し
く
は
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
４
１
へ
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！
偶
数
月
の
年
金
支

給
日
に
合
わ
せ
不
審
な
勧
誘
な
ど
が
集
中
！

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
、
融
資
保

証
金
詐
欺
、
架
空
請
求
詐
欺
、
義
援
金
詐
欺

な
ど
少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
、
鶴
岡
警

察
署
☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

被
害
を
未
然
に
防
止
し
よ
う
！ 

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

６
月
は
雨
の
日
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
等
の

土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
気

象
情
報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
の
裏

山
な
ど
身
の
回
り
に
危
険
な
箇
所
が
な
い
か

点
検
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

「
カ
ラ
カ
ラ
で 

蛇
口
に
飛
び
込
む 

僕
の
口
」 

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

　

鶴
岡
市
水
道
事
業
は
、
本
市
と
三
川
町
に

１
日
平
均
４
万
６
、
７
５
１
㎥
の
水
を
供
給

し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
量
の
水
を
送
る
水
道

事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
頂
く
水
道
料
金
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
に
、
市
役
所
本
所
と
上
下
水
道
部

庁
舎
で
、
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

み
ん
な
で
節
水
を
実
施
し
ま
し
ょ
う 

６
月
は
環
境
月
間 

６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」

　

地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
と
な
る
二
酸
化

炭
素
は
、
電
気
や
石
油
等
の
消
費
に
伴
い
、

私
た
ち
の
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
気
・
燃
料
の
節
約
や
、
ご
み
の
減
量
、
節

水
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
等
、
地
球
温
暖
化
を
防

ぐ
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

省
資
源
化
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０

竜
川
、
倉
沢
川
、
戸
沢
川
他
】　

▽
午
前
６

時
～
８
時
…
鶴
岡
地
域
【
内
川
左
岸
（
坂
本

橋
周
辺
及
び
天
池
橋
〈
美
原
町
〉
～
内
川
橋

〈
宝
町
〉）、
内
川
右
岸
（
割
目
橋
〈
城
南
町
〉

～
坂
本
橋
周
辺
及
び
天
池
橋
〈
双
葉
町
〉
～

三
次
郎
橋
〈
切
添
町
〉）】、
温
海
地
域
【
五

十
川
、温
海
川
、庄
内
小
国
川
、鼠
ケ
関
川
他
】

▽
午
前
８
時
30
分
～
正
午
…
鶴
岡
地
域
【
新

内
川
右
岸
（
月
見
橋
～
長
者
大
橋
）】　

■問
本

所
土
木
課
☎
内
線
４
８
８
ま
た
は
各
建
設
事

務
室
（
羽
黒
・
朝
日
・
温
海
庁
舎
）
へ

■
海
岸
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
７
月
５
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
７
時
30
分

…
小
波
渡
海
岸　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
浜

千
鳥
海
岸
～
鼠
ケ
関
海
岸　

▽
午
前
６
時

30
分
～
８
時
…
加
茂
海
岸　

▼
７
月
19
日
○日　

▽
午
前
７
時
～
８
時
…
三
瀬
海
岸　

■問
海
岸

地
域
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

市
道
の
構
造
を
変
更
す
る
場
合
は 

道
路
工
事
施
工
承
認
申
請
手
続
き
を

　

市
が
管
理
す
る
市
道
の
構
造
を
変
更
す
る

（
市
道
へ
の
出
入
り
口
の
設
置
や
歩
道
の
切

り
下
げ
等
）
場
合
は
、
道
路
法
第
24
条
に
基

づ
く
承
認
申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■問
本
所
土
木
課
☎
内
線
４
７
５
ま
た
は
各
建

設
事
務
室
（
羽
黒
・
朝
日
・
温
海
庁
舎
）
へ　

■他
市
HP土

地
売
買
の
際
は 

地
価
公
示
価
格
を
参
考
に

　

地
価
公
示
と
は
、
県
内
の
都
市
計
画
区
域

内
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

（
標
準
地
。
市
内
16
地
点
）
の
適
正
な
価
格

を
公
表
す
る
も
の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条

件
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ

の
適
正
価
格
が
分
か
り
ま
す
。
地
価
公
示
書

は
、
本
所
土
木
課
☎
内
線
４
５
８
ま
た
は
各

建
設
事
務
室
（
羽
黒
・
朝
日
・
温
海
庁
舎
）

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
等
の
送
迎
や
、

保
護
者
の
病
気
・
急
用
の
と
き
に
子
供
を
預

か
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
育
児
の
援
助

を
頼
み
た
い
方
（
お
ね
が
い
会
員
）
と
援
助

を
し
て
く
れ
る
方
（
ま
か
せ
て
会
員
）
が
会

員
登
録
し
て
育
児
支
援
を
し
ま
す
。

　

ま
か
せ
て
会
員
は
、
特
別
な
資
格
や
経
験

が
な
く
て
も
子
供
が
大
好
き
な
方
で
あ
れ
ば

誰
で
も
登
録
で
き
ま
す
。
ま
た
、
万
一
の
場

合
に
備
え
て
保
険
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
料
金　

１
時
間
６
０
０
円
か
ら

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

そ
の
他

平
成
26
年
度
審
議
会
等
の
公
開
及
び
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
の
運
用
状
況

▼
審
議
会
等
の
公
開
状
況   

■
審
議
会
等
の

数
・
開
催
件
数
（
一
部
公
開
ま
た
は
非
公

開
の
件
数
）　

市
長
部
局
…
64
審
議
会
等
・

96
件
（
８
件
）　

教
育
委
員
会
…
14
審
議
会

等
・
18
件
（
２
件
）　

荘
内
病
院
…
１
審
議

会
等
・
１
件
（
０
件
）

▼
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
の
実
施
状

況   

■
実
施
件
数
・
意
見
提
出
件
数　

市

長
部
局
…
８
件
・
10
件　

教
育
委
員
会
…
２

件
・
23
件　

荘
内
病
院
…
０
件
・
０
件
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様
便
の
症
状
が
出
ま
す
。
激
し
い
腹
痛
や
血

便
な
ど
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特

に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
有
毒
植
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う　

山
菜
は

知
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
採
取
し
、
特
に
、

生
え
始
め
の
山
菜
は
有
毒
植
物
と
区
別
が
難

し
い
の
で
慎
重
に
採
取
し
ま
し
ょ
う
。
有
毒

植
物
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
調

理
前
も
十
分
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
吐
き
気
や

し
び
れ
等
の
異
常
が
あ
っ
た
ら
残
品
を
持
っ

て
早
急
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２

ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
に
注
意
！

▼
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
と
は　

黒
い
小
型
の
や

ぶ
蚊
。
白
い
筋
模
様
が
あ
り
ま
す
。

▼
生
態　

雑
木
林
や
竹
林
で
繁
殖
し
ま
す
が
、

や
ぶ
地
や
住
宅
街
に
も
生
息
し
、
昼
間
に
音

も
立
て
ず
に
人
を
襲
い
ま
す
。

▼
対
策
の
ポ
イ
ン
ト　

家
の
周
り
を
点
検
し
、

雨
水
が
た
ま
っ
て
ボ
ウ
フ
ラ
が
発
生
し
そ
う

な
も
の
を
撤
去
す
る
か
、
水
が
た
ま
ら
な
い

よ
う
に
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
屋
外
で
の
作
業
時
は
、

長
袖
着
用
や
防
虫
用
品
を
使
用
す
る
な
ど
蚊

か
ら
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

巣
虫
防
除
を
徹
底
し
よ
う
！                 

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除
に
つ
い
て

▼
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ（
通
称
ア
メ
シ
ロ
）

と
は　

成
虫
は
長
さ
約
１
㎝
で
白
っ
ぽ
い
色
。

老
熟
幼
虫
は
長
さ
約
３
㎝
で
背
と
側
面
の
コ

ブ
か
ら
白
く
長
い
毛
が
生
え
て
い
ま
す
。

▼
生
態　

葉
裏
に
数
百
粒
の
塊
で
卵
を
産
み
、

「
無
事
故
へ
と 

気
持
ち
集
中 

は
っ
け
よ
い
」 

６
月
７
日
～
13
日
は
危
険
物
安
全
週
間

　

石
油
類
等
の
危
険
物
は
、
事
業
所
等
で
幅

広
く
利
用
さ
れ
、
国
民
生
活
に
深
く
浸
透
し
、

安
全
確
保
の
重
要
性
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所
の
方
は
、
火
災
、

流
出
事
故
が
な
い
よ
う
、
期
間
中
に
自
主
保

安
体
制
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
市

民
の
皆
さ
ん
も
灯
油
な
ど
を
取
り
扱
う
際
は

流
出
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

「
地
域
力
×
女
性
力
＝
無
限
大
の
未
来
」 

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
期
間
中
に
、
市
役
所
本
所
で
パ
ネ
ル

等
の
展
示
を
行
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

幼
虫
は
薄
網
状
の
巣
を
作
り
群
生
し
て
食
害

し
ま
す
。
被
害
葉
は
白
く
か
す
り
状
に
な
り

ま
す
が
、
成
長
す
る
と
葉
脈
も
食
べ
る
の
で

丸
坊
主
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
防
除
方
法　

巣
虫
防
除
が
人
と
環
境
に
優

し
く
最
も
効
果
的
な
方
法
で
す
。
巣
で
群
生

す
る
６
月
１
日
～
13
日
頃
と
７
月
20
日
～
８

月
12
日
頃
に
、
薄
網
状
の
巣
を
枝
ご
と
切
り

落
と
し
、
幼
虫
を
踏
み
潰
す
か
燃
や
す
ご
み

と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
薬
剤
防
除
は
巣
か

ら
出
て
し
ま
っ
た
後
に
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
害
虫
駆
除
業
者
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
ア
メ
シ
ロ
防
除
相
談
室
を
設
置
し
ま
す

■日
６
月
１
日
○月
～
９
月
29
日
○火
午
前
９
時
～

午
後
４
時　

■場
・
■問
鶴
岡
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
同
相
談
室
☎
22
‐
２
８
９
８

農
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
！

　

農
薬
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
使

用
す
る
際
は
マ
ス
ク
や
ゴ
ム
手
袋
を
着
用
し
、

用
法
等
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
３
へ
。

山
林
と
そ
の
周
囲
１
㎞
の
範
囲
内
の
土
地
に 

火
入
れ
を
す
る
と
き
は
市
へ
の
届
出
を

　

市
役
所
本
所
・
各
地
域
庁
舎
及
び
一
部
の

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
実
施
地
の

見
取
図
を
添
付
し
て
、
火
入
れ
実
施
の
７
日

前
ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

火
入
れ
従
事
者
数
や
防
火
帯
の
幅
等
は
、

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
前
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
本
所
農
山
漁
村

振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

産
業
課
へ
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
６

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

６
月
～
９
月
は
食
中
毒
の
多
発
時
期
で
す
。

ま
た
、
７
月
は
「
食
中
毒
予
防
月
間
」
で
す
。

▼
食
品
は
中
心
部
を
約
75
℃
以
上
で
１
分
以

上
加
熱
し
ま
し
ょ
う

▼
使
用
し
た
調
理
器
具
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う　

生
肉
・
魚
を
扱
っ
た
後
は
熱
湯

を
か
け
る
な
ど
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

▼
手
洗
い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う　

食
事
や

調
理
時
、ト
イ
レ
、お
む
つ
交
換
、生
肉
・
魚
を

扱
っ
た
後
は
石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
用
や
野
菜
・
食
器
洗
浄
に
は
井
戸
水
の

使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う　

梅
雨
の
時
期
は
雑

菌
が
混
入
し
や
す
い
時
期
で
す
。

▼
症
状
が
あ
っ
た
ら
直
ち
に
受
診
し
ま
し
ょ

う　

数
日
の
潜
伏
期
間
を
お
い
て
頻
回
の
水

鶴岡大山工業団地分譲のお知らせ
■問鶴岡市開発公社☎22‐9069または

本所商工課☎内線593へ

■分譲可能面積 
　15万6,000㎡（区画は地図参照）
■分譲価格
　１㎡当たり１万5,800円～１万6,700円　
■助成制度
　2,000㎡以上を取得した場合、取得価格の２分の
　１（上限３億円）を助成します（今年 4 月に助成
　率を拡大しました）。詳しくは同課へ

工業

① 1,642㎡　② 1,651㎡　③１万4,143㎡　　

④ 1 万1,462㎡　⑤ 6 万6,547㎡　⑥ 1 万220㎡

⑦ 2 万5,134㎡　⑧２万5,201㎡ …埋蔵文化財の調査中

③ ④
①

②
⑤

⑦

羽前大山駅

県
道
湯
田
川
大
山
線⑥

至国道 7 号

大
山
川

⑧
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